
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
（
図
２
）
。
こ
う
し
た
背
景
に
つ
い

て
は
、
今
後
調
査
が
必
要
で
あ
る
も
の
の
、
高
等
教
育
機
関
に
お
け

る
障
害
学
生
の
受
け
入
れ
体
制
は
、
先
進
的
な
取
組
を
進
め
て
い
る

大
学
が
あ
る
一
方
で
、
全
体
と
し
て
は
十
分
な
体
制
が
整
備
さ
れ
て

い
る
と
は
言
い
難
い
状
況
に
あ
る
。

一
高
等
教
育
機
関
に
お
け
る
障
害
学
生
の
実
態

（
一
）
障
害
種
別
障
害
学
生
数
及
び
障
害
学
生
在
籍
数
別
学
校
数

平
成
一
八
年
度
の
実
態
調
査
（
回
答
校
一
一
六
七
校
、
回
収
率
九

三
・
八
％
）
に
お
い
て
、
全
国
の
大
学
等
に
在
籍
す
る
障
害
の
あ
る

学
生
の
数
は
四
九
三
七
人
で
あ
り
、
学
生
総
数
の
〇
・
一
六
％
に
あ

た
る
。
障
害
種
別
学
校
数
は
、
視
覚
障
害
は
五
一
〇
人
、
聴
覚
・
言

語
障
害
は
一
二
〇
〇
人
、
肢
体
不
自
由
は
一
七
五
一
人
、
重
複
数
は

九
三
人
、
病
弱
・
虚
弱
は
八
七
七
人
、
そ
の
他
は
三
七
九
人
と
な
っ

て
お
り
、
平
成
一
八
度
調
査
か
ら
調
査
対
象
と
し
て
加
え
た
発
達
障

害
学
生
数
は
一
二
七
人
と
な
っ
て
い
る
。（
図
３
）

ま
た
、
障
害
学
生
が
在
籍
し
て
い
な
い
と
回
答
し
た
学
校
は
四
九

七
校
（
回
答
校
全
体
の
四
二
・
六
％
）
で
、
一
人
以
上
の
障
害
学
生

が
在
籍
す
る
学
校
は
六
七
〇
校
（
同
の
五
七
・
四
％
）
と
な
っ
て
い

る
。

（
二
）
支
援
障
害
学
生
数
及
び
支
援
障
害
学
生
在
籍
数
別
学
校
数

障
害
学
生
の
う
ち
、
学
校
に
支
援
の
申
し
出
が
あ
り
、
そ
れ
に
対

し
て
学
校
が
何
ら
か
の
支
援
を
行
っ
て
い
る
（
予
定
を
含
む
。
）
障

害
学
生
（
以
下
「
支
援
障
害
学
生
」
と
い
う
。
）
の
総
数
は
二
二
五
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図２ 支援障害学生在籍数別学校数

は
じ
め
に

平
成
一
六
年
四
月
、
独
立
行
政
法
人
日
本
学
生
支
援
機
構
（
以
下

「
機
構
」
と
い
う
。
）
」
が
創
設
さ
れ
、
同
時
に
障
害
学
生
支
援
と
い

う
新
た
な
業
務
を
担
う
特
別
支
援
課
が
設
置
さ
れ
た
。

機
構
で
は
、
高
等
教
育
機
関
に
お
け
る
障
害
学
生
の
在
籍
数
等
に

つ
い
て
、
平
成
一
七
年
度
に
初
め
て
「
大
学
・
短
期
大
学
・
高
等
専

門
学
校
に
お
け
る
障
害
学
生
の
修
学
支
援
に
関
す
る
実
態
調
査
（
以

下
「
実
態
調
査
」
と
い
う
。
）
」
を
行
い
、
第
二
回
目
の
調
査
結
果

（
平
成
一
八
年
五
月
一
日
現
在
）
を
こ
の
五
月
に
取
り
ま
と
め
た
。

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
障
害
の
あ
る
学
生
が
在
籍
し
て
い
る
学
校
は
約
六

割
あ
り
（
図
１
）
、
う
ち
障
害
の
あ
る
学
生
が
学
校
に
対
し
支
援
を

申
し
出
て
、
な
お
か
つ
学
校
が
支
援
を
行
っ
て
い
る
学
校
は
約
四
割
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高
等
教
育
機
関
に
お
け
る
障
害
学
生
の
実
態
と

障
害
学
生
修
学
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
に
つ
い
て

独
立
行
政
法
人
日
本
学
生
支
援
機
構
学
生
生
活
部
特
別
支
援
課

●
解

説
●

図１ 障害学生在籍数別学校数



学
生
支
援
体
制
は
必
ず
し
も
十
分
で
あ
る
と
は
言
い
難
い
状
況
に
あ

る
。
そ
の
た
め
、
機
構
で
は
、
「
障
害
学
生
修
学
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
」
を
昨
年
度
立
ち
上
げ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
全
国
の
大
学
や
関
係
機
関
が
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
作
り
、

一
丸
と
な
っ
て
大
学
等
の
障
害
学
生
修
学
支
援
制
度
の
整
備
を
目
指

す
も
の
で
あ
る
。
当
面
の
目
標
と
し
て
、
全
国
を
十
一
の
地
域
ブ
ロ
ッ

ク
に
区
分
し
、
各
地
域
ブ
ロ
ッ
ク
で
先
進
的
な
取
組
を
行
っ
て
い
る

大
学
等
を
「
拠
点
校
」
と
し
て
、
該
当
地
域
の
障
害
学
生
修
学
支
援

体
制
の
整
備
や
取
組
の
共
有
化
を
図
り
、
ま
た
、
障
害
者
施
策
に
係

る
専
門
的
な
研
究
機
関
を
「
協
力
機
関
」
と
し
て
、
各
拠
点
大
学
を

サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
事
業
は
「
研
修
」、「
研
究
促
進
」、

「
相
談
事
業
」
の
三
つ
を
柱
と
し
て
進
め
て
い
く
こ
と
と
し
て
お
り
、

こ
の
う
ち
、
各
学
校
か
ら
の
障
害
学
生
修
学
支
援
担
当
者
か
ら
の
相

談
に
応
じ
る
「
相
談
事
業
」
に
つ
い
て
、
昨
年
一
〇
月
に
開
始
し
た

と
こ
ろ
で
あ
る
。

現
在
、
拠
点
校
は
、
宮
城
教
育
大
学
、
筑
波
大
学
、
日
本
福
祉
大

学
、
同
志
社
大
学
、
関
西
学
院
大
学
、
広
島
大
学
、
福
岡
教
育
大
学

の
七
大
学
が
、
協
力
機
関
は
、
筑
波
技
術
大
学
と
独
立
行
政
法
人
国

立
特
別
支
援
教
育
総
合
研
究
所
の
一
大
学
一
機
関
に
よ
り
組
織
さ
れ

て
い
る
。

な
お
、
機
構
で
は
大
学
等
に
お
け
る
障
害
学
生
修
学
支
援
の
取
組

に
資
す
る
各
種
ツ
ー
ル
を
整
備
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
「
障
害

学
生
修
学
支
援
メ
ニ
ュ
ー
」
「
は
じ
め
て
障
害
学
生
を
受
け
入
れ
る

に
あ
た
っ
て
」
「
障
害
学
生
修
学
支
援
の
た
め
の
Ｆ
Ａ
Ｑ
」
の
三
つ

で
あ
る
。
詳
し
く
は
、
後
述
の
機
構
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
頂
き

た
い
。

お
わ
り
に

今
後
は
、
こ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
に
お
け
る
相
談
事
業
を
充
実

さ
せ
る
と
と
も
に
、
研
究
促
進
事
業
と
研
修
事
業
の
構
築
を
進
め
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
り
、
全
国
の
大
学
等
が
相
互

支
援
を
図
り
、
独
自
に
は
対
応
で
き
な
い
課
題
を
解
決
し
、
障
害
の

あ
る
学
生
の
修
学
支
援
の
充
実
に
繋
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

ま
た
、
障
害
の
あ
る
学
生
に
対
す
る
修
学
環
境
の
整
備
が
進
む
こ

と
で
、
こ
れ
ま
で
高
等
教
育
機
関
へ
の
進
学
を
考
え
て
い
な
か
っ
た

生
徒
が
関
心
を
持
ち
、
学
び
た
い
と
思
う
障
害
の
あ
る
生
徒
が
一
人

で
も
多
く
高
等
教
育
機
関
へ
進
学
し
、
有
意
義
な
学
生
生
活
を
送
れ

る
よ
う
、
各
大
学
等
に
対
す
る
支
援
の
あ
り
方
を
追
求
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

（
障
害
学
生
修
学
支
援
情
報
に
つ
い
て
は
、
h
ttp
:/
/
w
w
w
.ja
sso
.

g
o
.jp
/
to
k
u
b
etsu
_sh
ien
/
in
d
ex
.h
tm
lを
ご
覧
く
だ
さ
い
。）
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六
人
と
な
っ
て
お
り
、
全
障
害
学
生
総
数
に
お
け
る
割
合
は
四
五
・

七
％
で
あ
る
。
障
害
種
別
の
支
援
障
害
学
生
数
は
、
視
覚
障
害
は
三

六
七
人
、
聴
覚
・
言
語
障
害
が
七
九
九
人
、
肢
体
不
自
由
が
七
二
二

人
、
重
複
が
三
六
人
、
病
弱
・
虚
弱
が
一
九
九
人
、
発
達
障
害
が
四

六
人
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
支
援
障
害
学
生
在
籍
数
別
学
校
数
は
、
支
援
障
害
学
生
が

在
籍
し
て
い
な
い
と
回
答
し
た
学
校
は
六
九
九
校
（
回
答
校
全
体
の

五
九
・
九
％
）
で
、
一
人
以
上
の
支
援
障
害
学
生
が
在
籍
す
る
学
校

は
四
六
八
校
（
同
の
四
〇
・
一
％
）
と
な
っ
て
い
る
。

（
三
）
授
業
保
障
実
施
状
況

授
業
保
障
（
ノ
ー
ト
テ
イ
ク
、
手
話
通
訳
、
点
訳
等
）
の
実
施
校

数
は
三
九
七
校
で
あ
り
支
援
障
害
学
生
が
在
籍
し
て
い
る
学
校
の
七

九
・
六
％
で
実
施
さ
れ
て
い
る
。

（
四
）
委
員
会
、
専
門
部
署
・
機
関
、
障
害
学
生
修
学
支
援
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
の
配
置
状
況

障
害
学
生
の
修
学
支
援
を
対
象
と
し
た
障
害
学
生
委
員
会
、
バ
リ

ア
フ
リ
ー
委
員
会
、
支
援
担
当
者
会
議
等
（
「
委
員
会
」
と
い
う
。）

を
設
置
し
て
い
る
と
回
答
し
た
学
校
は
八
八
校
（
回
答
校
全
体
の
七
・

五
％
）、
障
害
学
生
の
修
学
支
援
を
対
象
と
し
た
部
署
・
機
関
（「
専

門
部

署
」
と
い
う
。
）
を

設
置
し
て
い
る
と

回
答
し
た
学
校
は

二
八

校
（
同
の
二
・
四
％
）、
障
害
学
生
の
修
学
支
援
に
関
わ
る
コ
ー
デ
ィ

ネ
イ
ト
業
務
を
専
門
に
行
っ
て
い
る
ス
タ
ッ
フ
を
配
置
し
て
い
る
と

回
答
し
た
学
校
は
四
〇
校
（
同
の
三
・
四
％
）
と
な
っ
て
い
る
。

二
障
害
学
生
修
学
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
に
つ
い
て

前
述
の
実
態
調
査
結
果
か
ら
も
、
高
等
教
育
機
関
に
お
け
る
障
害
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図３ 障害種別障害学生数

平成18年度障害学生数

視覚障害

盲 176

弱視 334

小 計 510

聴覚・
言語障害

聾 378

難聴 796

言語障害のみ 26

小 計 1,200

肢体
不自由

上肢機能障害 240

下肢機能障害 732

上下肢機能障害 485

他の機能障害 294

小 計 1,751

重複 93

病弱・虚弱 877

発達障害

LD 13

ADHD 20

高機能自閉症等 94

小 計 127

その他 379

計 4,937




